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研究成果の概要： 生体肝移植レシピエントの精神状態に関して、手術直後のうつ病について

は気分障害の既往、健康的な生活維持の困難、不安定な家族サポートが予測因子となり、手術

３から５年後の不安・抑うつ状態は、肝疾患の発症年齢が若く、移植手術待機期間が長いほど

生じやすいという結果が得られた。 
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１．研究開始当初の背景 

成人間の生体肝移植手術は 1990 年以降急
速に件数が増加し、今や一般医療とみなされ
るまでになったが、術後に心理的な負担を抱
える患者は少なくはない。術前から術後の精
神状態を予測できれば早期の対処が可能で
あるが、経過に対する心理社会的な予測因子
に関する研究は知られていない。 
 
２．研究の目的 
 生体肝移植レシピエントにおいて、術前の
心理社会的因子と術直後ならびに数年後の
精神状態との関連を調べ、経過に対する心理
社会的予測因子を抽出する。 
 

３．研究の方法 
（1）成人間生体肝移植手術を受けた 67 名の
レシピエントについて、術前に STAI、BDI
に よ っ て 不 安 と 抑 う つ 状 態 を 調 べ 、
WHOQOL-26 と PACT によって社会的状況
を評価した。その他、病歴などを心理社会的
因子と考え、これらと手術後３ヶ月のあいだ
に生じた精神障害との関連を調べた。 
（2）同じ 67 名のレシピエントについて、手
術後３～５年経過したのちに、STAI、BDI、
WHOQOL-26 を自宅に郵送し返信してもら
うかたちで施行し、これらの結果と術前の心
理社会的因子との関連を調べた。 
 
 

研究種目： 基盤研究（C） 

研究期間： 2005 年度 ～ 2008 年度  

課題番号： 17591209 

研究課題名（和文） 生体肝移植患者の術後経過に対する術前の心理社会的予測因子に関する

研究 

研究課題名（英文） Preoperative psychosocial predictors of progress after living donor 

liver transplantation 

 

研究代表者 野間 俊一（SHUN’ICHI NOMA   ） 

京都大学・医学研究科・講師 

 研究者番号：40314190 



４．研究成果 
（1）生体肝移植術直後のうつ病に対して、
気分障害の既往、健康的な生活維持の困難、
不安定な家族サポートが予測因子となった。 
（2）4人に 1人の割合で認められた術直後の
精神疾患は、数年後にはほとんど改善してい
るが、不安や抑うつ傾向は残存する。肝疾患
の発症年齢が若いほど、そして、移植待機期
間が長いほど、手術数年後の不安、抑うつ傾
向は強いという結果が得られた。 
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